
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凸凹のある子どもの根っこを育む 
～ことばと社会性の育て方～ 

講師：淺香 由起江 発達支援コンサルタント 

子どもは、身の回りにある物・人を含めた環境とかかわる中で、さまざまな体験をし、知識

やスキルを身につけます。人がその人らしく生きていく基盤、いわば根っこの育ちには、

ことばと社会性の育ちが不可欠です。子どもが意思を伝えたり考えたり、世の中でのふる

まい方を獲得したりするためには、身体や心、生活に根づいた活動を後押しすることが大

切です。子どもの育ち方は多様でありみんな異なるものですが、その道筋をたどり、生活

や遊びを通して根っこを育む支援について一緒に考えてみませんか？ 

【会 場】Zoom 配信します。入金確認後に ID とパスワードを送ります 

【日 時】各日１４：００～１７：００ 

【参加費】各回 ４，４００円 事前振込 

【定 員】各回１００名 見逃し配信あり 

■お申込み・問合せ■ http://www.taguchiken.com←こちらよりメールフォームをご利用ください 

TEL:045-565-5763 FAX:045-565-5764 

申込み・振り込みは 2 営業日前まで zoom の説明 HP 上にあり 

主催 田口教育研究所 

オンライン講座のお知らせ 

回覧・掲示をお願いします 

  20 
（日） 

 

 

 

 

 

愛着の問題を抱えるこどもには、よかれと思ってする支援の中に「してはいけない対応」があり

ます。それは何か、なぜその支援はうまくいかないのかについて解説します。 

発達障害と愛着障害の支援の違いを確認しつつ、愛着障害にはどんな支援が必要かを「愛

情の器」モデルに基づく愛着修復プログラムの実際を紹介しながら、愛着障害への支援、ア

ドバイスのあり方について説明します。また、発達障害と愛着障害を合わせ持つ場合の支援

のあり方にも触れ、チーム支援のあり方、支援のコツ、愛着の問題を抱えるこどもの保護者へ

の対応と支援のあり方にも触れたいと思います。 

講師：米澤 好史  和歌山大学教育学部教授 

  27 
（日） 

臨床発達心理士スーパーバイザー 

愛着障害への支援 
～愛着の問題を抱えるこどもへの「愛情の器」モデルに基づく支援と支援のコツ～ 


